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荒 義昭先生
独立行政法人国立病院機構
災害医療センター　薬剤部長

1993年 昭和薬科大学薬学部卒業
1995年 昭和薬科大学大学院薬学部修士課程修了
1995年 国立国際医療センター薬剤部
2005年 国立病院機構甲府病院薬剤科　調剤主任
2009年 国立病院機構東京医療センター薬剤部
 医薬品情報管理主任
2018年 国立病院機構埼玉病院薬剤部　副薬剤部長
2020年 国立病院機構信州上田医療センター薬剤部　薬剤部長
2024年 国立病院機構災害医療センター薬剤部　薬剤部長

●月刊薬事にて「添付文書からRMP、審査報告書まで新薬
ななめ読み」の監修・執筆

●治療薬マニュアル（医学書院）の添付文書情報を分担執筆
●所属学会：日本医薬品情報学会、医療情報学会、
 日本医療薬学会、日本薬学会、日本在宅薬学会
 日本医薬品情報学会　理事、代議員、広報委員
 会副委員長、研修委員会委員　薬剤師・医療
 情報技師会　世話人
●日本医療情報学会認定　医療情報技師

講師略歴

医薬品情報とDX

募
集
概
要

日時

開講形式

参加対象

令和7年 2月20日（木）／19：00～20：30
①教室での集合研修

②ZOOMでのオンライン受講
　　※受講形式につきましては、改めてメールにておうかがいします。

薬剤師、薬学生、等

募集人員

参加費

参加方法

申込締切

対面研修：30名
ZOOMオンライン受講：100名
1,000円／学生無料
詳しくは裏面QRコードより、
ホームページにてご確認ください。

令和7年 2月7日（金）

※定員になり次第
　申込を締め切ります。

会場：武蔵野大学 三鷹サテライト教室
（JR三鷹駅南口徒歩1分 三鷹三菱ビル7階）

　日本では、医療DX（デジタルトランスフォーメーション）の
推進が進んでおり、電子処方箋の導入や標準型電子カルテの
開発など、医療の基盤構築に向けた改革が進行しています。
特に医薬品情報に関しては、電子添付文書への移行やイン
タビューフォーム・リスク管理計画（RMP）のPDF公開など、
情報のデジタル化が着実に進んでいます。
　本講義では、これらの流れを踏まえ、さらに次のステップと
なる医薬品情報のDXについて解説し、その可能性や今後
の展望について考察します。

本セミナーは、公益社団法人東京都
薬剤師会の研修として申請中です。
申請が受理されると、参加された方
に受講シール1単位をお渡しします。

講 師

令和6年度 武蔵野大学薬学部 卒後教育プログラム武蔵野大学 薬学部 第1回



TEL:042-468-3222
開室日 :月～金曜日　9:30～16:30

（祝日を除く）

武蔵野大学社会響創センター事務課
〒202-8585　東京都西東京市新町 1-1-20
Mail : lifelong@musashino-u.ac.jp

お問い合わせ

集合研修会場

お申込みはこちらから

JR中央線・総武線・東京メトロ東西線
三鷹駅南口より徒歩1分

三鷹三菱ビル７F（三菱UFJ銀行のビル）
1F入口からお入りください。

武蔵野大学三鷹サテライト教室

〒181-0013
東京都三鷹市下連雀３丁目26-12 三鷹三菱ビルディング

至武蔵境
JR三鷹駅
南口

2F デッキ

入口
〔7F〕

エスカレーター

至吉祥寺

武蔵野大学三鷹サテライト教室

HP : https://lifelongstudy.musashino-u.ac.jp/course/detail/6766


